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※資料編 

２ 指導と評価の計画 

過
程 

時
間  主な学習内容 

（○は学習のねらい） 
学 習

形態
学習活動への支援 

具体の

評価

規準

評価方法 

つ 
 

か 
 

む 

１ 

← 
 

見
通
し
１ 

 

→ 

○インターネットの利用人口のグ

ラフから関連図を作成し、追究

の視点を明確にする。 
・グラフをもとに気付いたことや

疑問に思ったことを発表する。 
・インターネットの利用者が増え

た理由について、個人の考えを

関連図にまとめる。 
・関連図をもとにグループで話し

合い、追究の視点を明確にする。 
 

 
 
 

一斉

 
 

個人

 
 

グル

ープ

 
一斉

○グラフを読み取る方法を復習し

ながら、インターネット利用人

口の増加と普及率の増加を読み

取れるようにする。 
○自分の家、身近な店や会社、公

共施設などでインターネットを

利用している資料を提示し、

様々な場所でインターネットが

利用されていることに気付かせ

る。 
○関連図の書き方について具体的

な事例をもとに説明する。 

ア①

 
 
 
 
 
 

イ①

○情報調べやグラフ、資料から、気

付きや疑問について話し合い、問

題を焦点化し学習問題を設定しよ

うとしているか、話合いやワーク

シートの記述を分析して評価す

る。 
 
○社会科の学習としての視点や、解

決の可能性、重要性などの観点か

ら問題を焦点化し、学習問題を設

定しているか、話合いやワークシ

ートの記述を分析して評価する。

３  

○自分の家、身近な店や会社、公

共施設におけるインターネット

を利用した情報の活用の仕方に

ついて調べる。 
・各種資料を使って調べたり、聞

き取り調査を行ったりして調べ

る。 
・調べたことを情報たんけんカー

ドにまとめる。 

 
 
 
 
 

グル

ープ

 
 
個人

○直接のインタビュー、電話、Ｆ

ＡＸやＥメールなどいろいろな

情報手段を活用して、調査活動

が進められるようにする。 
○情報たんけんカードを活用し、

観点ごとにまとめられるように

する。 
 

ア①

 
 
 

ウ①

○自分の学習課題の解決に向けて、

進んで調べているかを児童の行動

の観察や情報たんけんカードの記

述をもとに分析し評価する。 
 
○資料を収集・選択し、必要な情報

を効果的に読み取っているか子供

たちの追究活動を観察し、情報た

んけんカードの記述をもとに評価

する。 

調 
 

べ 
 

る 

１ 

←
見
通
し
２
→ 

○調べたことをもとに、グループ

で話し合い、くらしとインター

ネットのかかわりについて、自

分の考えをもつ。 
・一人一人が調べたことをグルー

プで交流し合い、分かった事実

について共有する。 
・グループとして分かったことを

関連図にまとめ、発表用の資料

を作成する。 

 
 
 
 
 

グル

ープ

 
 

個人

○自分が調べた事実や根拠となる

資料など提示し合い、事実の共

有化を図る。 
○教え合いによって分かった事実

に対して、自分の考えと比べた

り、つなげたり、まとめたりす

る。 
○発表用の補助資料を作成する場

合は、一人八つ切り画用紙１枚

とする。 

ウ②

 
 
 

イ②

○調べたことが簡潔にまとめられて

いるか、児童が作成した作品をも

とに評価する。 
 
○調べたことを自分の考えと比べた

り関連付けたりして、自分なりの

意味付けができているかどうか関

連図やワークシートの記述をもと

に分析し評価する。 

１ 
← 

見
通
し
３ 

→ 

○調べたことをグループごとに発

表し合い、くらしとインターネ

ットのかかわりについて考え

る。 
・グループで作成した関連図や発

表用の補助資料をもとに、調べ

たことを発表し合い、分かった

ことを交流し合う。 
・くらしとインターネットについ

て、新しく分かった事実やこれ

までに調べてわかっていた事実

と比べたりつなげたりして、自

分なりの意味付けを行う。 

 
 
 
 
 

一斉

 
 
 

個人

○発表がスムーズに進められるよ

う、発表の仕方や進め方につい

て指導する。 
○他の班の発表を聞く時、自分の

調べた事実や気付きと比べなが

ら聞き、気付いたことは、自分

のグループで作成した関連図に

書き足すようにする。 
○関連図をもとに、新しく分かっ

た事実やこれまでに分かってい

た事実と比べたり、つなげたり

して、自分なりの意味付けを行

うようにする。 

イ②

 
  
 
  
 
エ①

○自分が調べた事実と友達が調べた

事実を比べたりつなげたりして自

分なりの意味付けができている

か、関連図やワークシートの記述

をもとに分析し評価する。 
 
○家、身近な店や会社、公共施設な

どでは、目的に応じて様々な情報

を収集したり発信したりして、生

活や仕事に生かしていることを理

解しているか関連図の記述から分

析し評価する。 

深 
 

め 
 

る 

１  

○情報に囲まれた自分たちの生活

のよい点と問題点について話し

合い、情報の有効な活用の仕方

について考える。 
・インターネットのよい点と問題

点を考える。 
・考えたことをもとに全体で話し

合う。 
・情報を受信・発信する上で大切

なことについて自分の考えをま

とめる。 

 
 
 
 
 

個人

 
 

一斉

 
 

個人

○「インターネットはいらない」

をテーマに討論を行い、情報化

社会のよい点や問題点に気付か

せていく。 
・誤報による被害、コンピュータ

ウィルス、個人情報の流出など、

新聞記事などの資料を提示し、

具体的な事例をもとに考えさせ

るようにする。 
・これまでの話合い活動をもとに、

自分の考えをまとめさせる。 

イ

②

 
 
エ

②

○情報化社会のよい点と問題点を指

摘しているか、話合いの様子やワ

ークシートの記述から分析し評価

する。 
 
○報道被害やコンピュータウィル

ス、個人情報の流出などの事実か

ら、情報が国民生活に大きな影響

を及ぼしていることが分かったか

どうか、発言やワークシートの記

述から評価する。 

広
げ
る 

１  

○今までの学習を振り返って、学

んだことをまとめの作文に書

く。 
・事象同士のつながりに気をつけ

てまとめの作文を書く。 

 
 
 

個人

 

○前時までに作成した関連図やワ

ークシートなどの資料をもとに

して作文を書けるようにする。

・つながりを考えながらまとめの

作文が書けるよう支援する。 

 
イ②

○これまでに学習してきたことをも

とに、情報の有効な活用の仕方に

ついて、適切に判断しているか関

連図やまとめの作文の記述から評

価する。 
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観点別評価   

【社会的事象への関心・意欲・態度】 
学習活動における 
具体の評価規準 

「十分満足できる」状況（Ａ）を実現し

ていると判断した児童の具体的な状況例

「努力を要する」状況（Ｃ）と判

断した児童への指導の手だて 
・家庭における聞き取り調査結果やグラフ

資料、写真資料などをもとに、気付いた

こと疑問に思ったことを進んで発表し、

問題を焦点化して学習問題を設定しよう

している。 

・気付きや疑問をもてない児童に

は、家庭での聞き取り調査結果や

写真資料などから分かることな

どを読み取らせ、そこから疑問を

見つけられるように支援する。

（1/8） 
ア
① 

①自分の家、身近な

店や会社、公共施

設における情報

の働きや活用の

仕方に関心をも

ち、意欲的に調べ

ようとする。 

 
・自分の家、身近な店や会社、公共施設を

見学したり調査したりするなど情報をど

のように仕事に生かしているか進んで調

べている。 

・調査が進まない原因を探り、相談

にのったり、グループで協力して

取り組ませたりするなど適切に

支援する。（2/8～4/8） 

ア
② 

②情報の有効な活

用の仕方につい

て考え、これから

の情報と国民生

活のかかわりに

ついての関心を

深める。 

・これからの情報と国民生活のかかわりに

ついて自分の考えをまとめた文章の中

に、相手のことを考えて情報を収集した

り発信した情報に対して責任をもったり

することの大切さに触れる記述が見られ

る。 

・情報の有効な活用の仕方につい

て、受信と発信の両面から気をつ

けることを考えさせ、自分の意見

をまとめさせるようにする。

（8/8） 

【社会的な思考・判断】 
学習活動における 
具体の評価規準 

「十分満足できる」状況（Ａ）を実現し

ていると判断した児童の具体的な状況例

「努力を要する」状況（Ｃ）と判

断した児童への指導の手だて 
・社会科の学習としての視点や、解決の可

能性、重要性などの観点から問題を焦点

化し、学習問題を設定している。 

・問題の焦点化ができない子供に

は、身近な事例や写真やグラフ

などの資料を提示し、それをも

とにして考えるよう支援する。

（1/8） 
イ
① 

①自分の家、身近な

店や会社、公共施

設における情報

の働きや活用の

仕方について問

題意識をもち、学

習の見通しをも

って追究、解決し

ている。 

・自分が担当する問題はグループの学習問

題を解決する上でどのような意味がある

のかを考え、視点を明確にもって適切に

追究を進めている。 

・問題解決の見通しがもてない子

供には、学習の手引きを活用し

て進め方を確認させたり、資料

活用のヒントを与えたりして、

見通しがもてるようにする。

（1/8） 
・情報の活用について、グループの中で自

分が調べた結果を比べたり、つなげたり、

まとめたりして考え、情報と生活、情報

と産業とのかかわりについて、自分の考

えをまとめている。 

・情報たんけんカードやワークシ

ートなどを振り返り、グループ

で調べた事実と事実を比べた

り、まとめたりして、情報と生

活、情報と産業とのかかわりに

ついて自分の考えをまとめるよ

う支援する。（5/8） 
・情報の活用について、各グループが調べ

た結果を比べたり、つなげたりして考え、

情報と生活、情報と産業のかかわりにつ

いて、自分の考えをまとめている。 

・各グループの調べた事実と自分

のグループが調べた事実を比べ

たり、まとめたりして、情報と

国民生活のかかわりについて、

自分の考えをまとめるよう支援

する。（6/8） 
・情報に囲まれた生活のよい点と問題点を

指摘し、相手のことを考えて情報を収集

し、発信する情報に責任をもつという観

点から、自分の考えをまとめている。 

・たくさんの情報に囲まれた生活

のよい点と問題点について、具

体的事例を挙げながら説明し、

自分の考えをまとめるよう支援

する。（7/8） 

イ
② 

②調べたことをも

とに、我が国の通

信などの産業が

国民の生活に大

きな影響を与え

ていることを考

え、適切に判断し

ている。 
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 ・これまでの学習成果をもとに、情報化社

会と自分の生活とのつながりについて、

自分の考えをまとめている。 

・ワークシートなどこれまでの学

習成果を振り返らせ、情報化社

会と自分の生活とのつながりに

ついて、自分の考えをまとめる

よう支援する。（8/8） 
【観察・資料活用の技能・表現】 

学習活動における 
具体の評価規準 

「十分満足できる」状況（Ａ）を実現し

ていると判断した児童の具体的な状況例

「努力を要する」状況（Ｃ）と判

断した児童への指導の手だて 
・情報調べの調査結果や写真、グラフ資料

から、様々な場所で情報が活用されてい

ることを読み取っている。 

・写真やグラフ資料の読み取りな

ど、一つの資料から分かること

を丁寧に読み取らせ、そこから

どんなことが言えるか考えさせ

ていく。（1/8） ウ
① 

①自分の家、身近な

店や会社、公共施

設における情報

の働きや活用の

仕方について、見

学、調査したり、

各種の基礎的資

料を活用したり

して具体的に調

べている。 

・問題解決のために資料を収集・選択し、

そこから必要な情報を効果的に読み取っ

ている。 

・資料の丸写しになっている子供

には、キーワードを中心にでき

るだけ短い文でまとめるよう助

言する。（2/8～4/8） 

ウ
② 

②自分の家、身近な

店や会社におけ

る情報の働きや

活用の仕方につ

いて、調べた過程

や結果を友達に

分かりやすく表

現する。 

・グループで収集した情報を整理し、発表

に向け、学習問題の解決に結び付く内容

を中心に、写真や図、グラフ、イラスト

などを使って分かりやすくまとめてい

る。 

・情報たんけんカードやグループ

で話し合った内容をもとにし

て、どのように表現したら調べ

たことが効果的に伝わるか相談

し、助言する。（5/8） 

【社会的事象における知識・理解】 
学習活動における 
具体の評価規準 

「十分満足できる」状況（Ａ）を実現し

ていると判断した児童の具体的な状況例

「努力を要する」状況（Ｃ）と判

断した児童への指導の手だて 

エ
① 

①自分の家、身近な

店や会社、公共施

設では、必要な情

報を集め生活や

仕事に生かして

いることが分か

る。 

・自分の家、身近な店や会社、公共施設で

は、目的に応じて必要な情報を集め、生

活や仕事に生かしていることが分かって

いる。 

・たんけんカードやワークシート

などの記述を振り返らせ、自分

の調べたことをもとに、情報を

生活や仕事に生かしていること

に気付かせていく。（6/8） 

エ
② 

②我が国の通信な

どの産業は、国民

の生活に大きな

影響を及ぼして

いることを理解

している。 

・コンピュータと通信によって成り立って

いる情報社会の実情に気付き、誤った報

道や個人情報の流出などが国民の生活に

大きな影響を及ぼしていることが分かっ

ている。 

・誤報や個人情報の流出、迷惑メ

ールやコンピュータウィルスな

どの事例をもとに、通信などの

産業が及ぼす影響について考え

るよう促す。（7/8） 

 

観点別評価からの評価整理表 

つかむ 調べる 深める 広げる 学習過程における評価 

観点           時 
第１時 第２時～第４時 第５時 第６時 第７時 第８時 

ア 関心・意欲・態度 ア① ア①    ア② 
イ 思 考 ・ 判 断 イ①  イ② イ② イ② イ② 
ウ 技 能 ・ 表 現  ウ① ウ②    
エ 知 識 ・ 理 解    エ① エ②  
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第１時指導案【見通し１】 
１．ねらい  インターネットの利用に関するグラフ資料から、インターネットの利用者が増えた

理由についての予想を関連図に表し、自分の問題をもつことができる。 
２．準 備  インターネットの利用者の増加を表すグラフ、写真資料、関連図（ワークシート） 
      大型スクリーン、プロジェクター、コンピュータ 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．インターネットの利用人口 

が増えてきた理由について予想

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 15 年度情報通信白書より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
15

分

○驚きをもってインターネットの利用

者の増加をとらえられるように、スク

リーンに拡大して提示する。 
 
 
・7,730万人 
・国民の２人に１人が利用 
（５人に３人が利用） 
・７年間でおよそ７倍 
・急激に伸びている 
 
○自分の家、身近な店や会社、公共施

設での活用に気付かせるため、写真資

料やホームページをプリントアウトし

たものなどを必要に応じて提示する。 

２．インターネットの利用人口が

増えてきた理由について考え、

個人で関連図を作成する。 
 

 
 
10

分

○関連図の書き方に慣れていないの

で、具体的な事例を示しながら、作業

を進めるよう支援する。 
同じ内容を表す＝ 対立を表す⇔ 
因果関係を表す→ 展開を表す― 
○必要に応じて机間指導を行う。 

３．作成した関連図をもとに話し

合いながら、グループの関連図

を作成する。 
 
 

 
 
10

分

○グループの人数は４～５人とし、少

人数で話し合いができるようにする。 
○必要に応じて机間指導を行う。 
○共通しているものをまとめながら、

問題の組織化ができるよう支援する。 

４．各グループの追究の視点につ

いて発表する。 
・ 家での活用 ・店での活用 
・ 会社での活用 
・ 公共施設での活用 
・ 農業・水産業での活用など 
 
 
 
 
 

 
 
 
５

分

○各グループの追究の視点を発表する

ことにより、自分のグループの追究の

視点と比べさせ、参考にさせるように

する。 
 
 
 
 
○各グループの追究の視点を網羅する

ものとして、「インターネットのひみつ

をさぐろう」という共通課題を提示す

る。 
５．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
○次時の学習内容について知る。 

 
５

分 

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 

○グラフ、写真資料

から、問題に対する

予想を出し合い、問

題を設定しようと

しているか、話合い

やワークシートの

記述を分析して評

価する。（ア①） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○社会科の学習と

しての視点や、解決

の可能性、重要性な

どの観点から問題

を焦点化し、学習問

題を設定している

か、話合いやワーク

シートの記述を分

析して評価する。 
（イ①） 

課題…インターネットの利用者が増えたのはどうしてだろう

共通課題…インターネットのひみつをさぐろう！



 

－  － 119

第２～３時指導案 
１．ねらい  自分の家、身近な店や会社、公共施設におけるインターネットを利用した情報の活

用について、各種の基礎的な資料を活用して調べたり、電話やファックス等の情報機

器を活用して調べたりすることができる。 
２．準 備  情報たんけんカード、調べ学習用の資料、コンピュータ、学び方カード（情報機器

の操作） 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．本時の学習内容を確認する。  
 
 
 
 
５

分

 
 
 
 
○インターネットを活用して、どんな

情報をどのように生活や仕事に生かし

ているか調べていくことを確認する。 

２．自分の家、身近な店や会社、

公共施設における情報の働きや

活用の仕方について調べる。 
○自分の家での活用 
・様々な情報収集 
・電子メール 
・ネットショッピング 
・ホームページの作成 
○身近な店での活用（コンビニ） 
・店の商品の宣伝 
・ネットショッピング 
・天気予報の活用 
・ＰＯＳシステムなど 
○身近な会社での活用（自動車販

売店、宅配会社など） 
・ホームページの作成 
・車の宣伝、カタログ 
・電子メールによる問い合わせ 
・荷物の情報管理 
○公共施設（市立図書館、市役所） 
・ホームページの作成 
・各種情報の公開 
・本の管理、他の図書館との連携

○農業や漁業での活用（農業情報

センター・漁業情報センター） 
・各種情報の公開（天気、海況図、

作況指数など） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
35

分

 

○一人一人が責任をもって調べること

ができるように、グループの人数は４

～５人とする。 
 
○自分の家での活用については、各家

庭で聞き取り調査を実施しておくよう

にする。 
 
○調査対象となる店や会社、施設には

事前に連絡をしておき許可を得てお

く。 
 
○児童が調べ学習を円滑に進められる

よう、各種資料コーナーやコンピュー

タ資料など作成し準備しておく。 
 
○電話やファックス、電子メールなど

を活用し、教科書や資料集、図書館等

の資料では解決できない問題について

調べることができるようにする。 
 
○情報機器の操作方法については、学

び方カードを作成し、児童の調査活動

を支援する。 

３．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 
 
○次時の学習内容について知る。 

 
５

分 

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 
 
○次時は、本時の追究の続きを行うこ

とを知らせる。 

○自分の学習課題

の解決に向けて、進

んで調べているか

を児童の行動の観

察や情報たんけん

カードの記述をも

とに分析し評価す

る。（ア①） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○資料を収集・選択

し、そこから必要な

情報を効果的に読

み取っているか子

供たちの追究活動

を観察し、情報たん

けんカードの記述

をもとに評価する。

（ウ①） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私たちの身の回りでは、インターネットを利用して、どんな情報をどのよ

うに生かしているだろうか 
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第４時指導案 
１．ねらい  自分の家、身近な店や会社、公共施設におけるインターネットを利用した情報の活

用について、聞き取り調査をしたり、電話やファックス等の情報機器を活用して調べ

たりすることができる。 
２．準 備  情報たんけんカード、調べ学習用の資料、コンピュータ、学び方カード（情報機器

の操作に関するもの） 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．本時の学習内容を確認する。 
 

 
 
 
 
３

分

 
 
 
 
 
○前時に引き続き、調べ学習を進めて

いくことを確認する。 

２．自分の家、身近な店や会社、

公共施設における情報の働きや

活用の仕方について調べる。 
○自分の家での活用 
・様々な情報収集 
・電子メール 
・ネットショッピング 
・ホームページの作成 
○身近な店での活用（コンビニ） 
・店の商品の宣伝 
・ネットショッピング 
・天気予報の活用 
・ＰＯＳシステムなど 
○身近な会社での活用（自動車販

売店、宅配会社など） 
・ホームページの作成 
・車の宣伝、カタログ 
・電子メールによる問い合わせ 
・荷物の情報管理 
○公共施設（市立図書館、市役所） 
・ホームページの作成 
・各種情報の公開 
・本の管理、他の図書館との連携

○農業や漁業での活用（農業情報

センター・漁業情報センター） 
・各種情報の公開（天気、海況図、

作況指数など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37

分

 

○自分の家での活用については、各家

庭で聞き取り調査を実施しておくよう

にする。 
 

○調査対象となる店や会社、施設には

事前に連絡をし、許可を得ておく。 
 
○児童が調べ学習を円滑に進められる

よう、各種資料コーナーやコンピュー

タ資料など作成し準備しておく。 
 
○電話やファックス、電子メールなど

を活用し、教科書や資料集、図書館等

の資料では解決できない問題について

調べることができるようにする。 
 
○情報機器の操作方法については、学

び方カードを作成し、児童の調査活動

を支援する。 
 
○調べて分かった事実だけではなく、

それに対する自分の考えを情報たんけ

んカードに書けるようにする。 

３．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 
○次時の学習内容について知る。 

 
５

分 

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 
○次時は、調べて分かったことをグル

ープで交流し合い、関連図を作成する

ことを伝える。 

○自分の学習課題

の解決に向けて、進

んで調べているか

を児童の行動の観

察や情報たんけん

カードの記述をも

とに分析し評価す

る。（ア①） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○資料を収集・選択

し、そこから必要な

情報を効果的に読

み取っているか子

供たちの追究活動

を観察し、情報たん

けんカードの記述

をもとに評価する。

（ウ①） 
 
 

私たちの身の回りでは、インターネットを利用して、どんな情報をどの

ように生かしているだろうか 
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第５時指導案【見通し２】 
１．ねらい  インターネットを利用した情報の活用について、調べたことをもとにグループで話

し合いながら関連図を作成し、自分なりの考えをもつ。 
２．準 備  情報たんけんカード、ワークシート、関連図（グループ用） 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．本時の学習内容を確認する。  
 
 
 
５

分

 
 
 
 
○調べて分かったことをもとにグルー

プで話し合いながら、関連図を作成す

ることを確認する。 

２．インターネットのひみつにつ

いて、調べて分かったことをグ

ループで話し合う。 

 
 
 
 
 
15

分

○自分が調べた事実や根拠となる資料

など提示し合いながら、事実の共有化

を図らせるようにする。 
 
○発表は一人３分程度とし、調べて分

かったことを簡潔に伝えられるように

する。 
・友達の発表を聞きながら、分かった

ことや気付いたことは、ワークシート

にメモをさせるようにする。 
 
○自分の調べた事実と友達の調べた事

実を比べたりつなげたりしながら話し

合うよう助言する。 
３．話し合ったことをもとにグル

ープで発表用の関連図、発表用

の補助資料をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

20

分

○グループで話し合ったことをもと

に、発表用の関連図をまとめることが

できるようにする。 
 
 
○発表用の補助資料を作成する場合

は、一人Ａ４用紙一枚とし、短時間で

仕上げることができるようにする。 
・図やイラスト、グラフなどを使って、

インターネットのひみつを端的に表せ

るように支援する。 
・補助資料の作成は、時間が足りない

場合、課外の活動とする。 
 

４．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 
○次時の学習内容について知る。 

 
５

分

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 
○次時は、調べて分かったことを全体

で交流し合うことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○調べたことを自

分の考えと比べた

り関連付けたりし

て、自分なりの意味

付けができている

かどうか、ワークシ

ートの記述をもと

に分析し評価する。

（イ②） 
 
 
 
 
 
○調べたことが簡

潔にまとめられて

いるか、児童が作成

した作品をもとに

評価する。（ウ②）

 
 

調べたことをグループで話し合い、関連図に表そう 
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第６時指導案【見通し３】 
１．ねらい  インターネットを利用した情報の活用について、グループごとに調べたことを発表

し、情報と生活、情報と産業のかかわりについて考えることができるようにする。 
２．準 備  各グループで作成した関連図、発表用の補助資料  
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．本時の学習内容を確認する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
３

分

 
 
 
 
○本時は、調べたことを発表し合い、

インターネットと生活や産業とのかか

わりについて考えていくことを伝え

る。 
２．グループで作成した関連図や

発表用の補助資料をもとに、調

べたことを発表し合い、分かっ

たことを交流し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
32

分

 
 
 
 

○発表がスムーズに進められるよう、

発表の仕方や進め方について指導して

おく。 
 
○他の班の発表を聞く時、自分の調べ

た事実や気付きと比べながら聞き、気

付いたことは、自分のグループで作成

した関連図に赤で書き足していく。 
 
○グループで作成した関連図は、ＯＨ

Ｐまたはプロジェクターを使って拡大

して提示する。 

３．インターネットと生活や産業

とのかかわりについて、新しく

分かった事実やこれまでに調べ

てわかっていた事実と比べたり

つなげたりして、自分なりの意

味付けを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
５

分

○他の班の発表を聞いて新たに分かっ

た事実を関連図に整理し、新しく分か

った事実やこれまでにわかっていた事

実と比べたり、つなげたりして、自分

なりの意味付けを行えるようにする。 
 
○他の班の発表を聞いて、インターネ

ットと私たちの生活や産業とのかかわ

りについて考えたことをワークシート

に書かせるようにする。 

４．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 
 
○次時の学習内容について知る。 

 
 
 
５

分

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 
 
○次時は、情報に囲まれた私たちの生

活のよい点や問題点について考えてい

くことを知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分が調べた事

実と友達が調べた

事実を比べたりつ

なげたりして自分

なりの意味付けが

できているか、関連

図の記述をもとに

分析し評価する。 
（イ②） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○インターネット

を利用して、自分の

家、身近な店や会

社、公共施設では、

目的に応じて様々

な情報を収集した

り発信したりして、

生活や仕事に生か

していることを理

解しているかワー

クシートの記述か

ら分析し評価する。

（エ①） 

調べたことを発表し合い、くらしとインターネットのかかわりについて考えよう 
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第７時指導案 
１．ねらい  「インターネットはいらない」をテーマに情報に囲まれた自分たちの生活のよい点

や問題点について話し合い、情報の有効な活用の仕方について考える。 
２．準 備  誤報、個人情報の漏洩、迷惑メール、インターネットを巡るトラブルなどに関する

新聞記事等 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

１．本時の学習内容を確認する。  
 
 
 
 
３

分

 
 
 
 
○本時は、情報に囲まれた自分たちの

生活のよい点や問題点について話し合

い、情報の有効な活用の仕方について

考えていくことを伝える。 
 

２．「インターネットはいらない 
をテーマに話し合う。 

○賛成（いらない派） 
・必要でない情報もある。 
・情報を見分けるのが大変。 
・迷惑メールなど問題がある。 
○反対（いる派） 
・たくさんの情報があると便利。 
・知りたいことをすぐに知ること

ができる。 
・必要な情報を必要なときに得る

ことができる。 

 
 
 
 
10

分

○「インターネットはいらない。」をテ

ーマに、立場を決めて討論を行うよう

にする。 
・インターネット利用者増加のグラフ、

インターネットに関する苦情件数のグ

ラフを提示する。 
・誤報による被害、コンピュータウイ

ルス、個人情報の流出など、新聞記事

などの資料を提示し具体的な事例をも

とに自分の考えをまとめさせるように

する。 

３．１で考えたことをもとに全体

で話し合う。 
 

 
 
20

分

○肯定側、否定側にわかれ、肯定側か

ら、自分の考えを発表させるようにす

る。（それぞれ５分間ずつ） 
・感情的にならないように注意する。 

４．情報を受信したり発信したり

する上で気をつけなければなら

ないことについて自分の考えを

まとめる。 
○情報を発信する。 
・発信する情報に責任をもつ。 
・人権に気をつける。 
○情報を受信する。 
・情報の質に気をつける。 
・正確な情報かどうか。 
・本当に必要な情報かどうか。 

 
 
 
 
７

分

○ワークシートを活用し、これまでの

話合い活動をもとに、自分の考えをま

とめさせる。 
・消費可能な情報量と実際の消費情報

量のグラフを提示し、あふれる情報の

中から、必要な情報を選んで活用して

いることに気付かせていく。 
・情報を発信するときに注意すること、

情報を受信するときに注意することを

まとめさせ、情報の有効な活用が大切

であることに気付かせていく。 
５．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 
○次時の学習内容について知る。 

 
５

分

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 
○次時は、今までに学んだことを振り

返り、関連図をもとに、まとめの作文

を書くことを知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○情報化社会のよ

い点と問題点を指

摘しているか、話合

いの様子やワーク

シートの記述から

分析し評価する。 
（イ②） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○報道被害やコン

ピュータウイルス、

個人情報の流出な

どの事実から、情報

が国民生活に大き

な影響を及ぼして

いること、情報の有

効な活用が大切で

あることが分かっ

ているかどうか、発

言やワークシート

の記述から評価す

る。（エ②） 

「インターネットはいらない」をテーマに情報化社会のよい点と問題点

について話し合い、情報の有効な活用の仕方について考えよう 
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第８時指導案 
１．ねらい  これまでの学習で学んだことを振り返り、インターネットを中心とした情報と私た

ちの生活、情報と産業とのかかわりについて、関連図をもとに、学習のまとめの作文

を書くことができる。 
２．準 備  前時までに作成した関連図、ワークシートなどの資料 
３．展 開 

学 習 活 動 
時

間
学習活動への支援及び留意点 評価項目 

1．本時の学習内容を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
分 

 
 
 
 
○本時は、学んだことを振り返り、前

時までに作成した関連図をもとに、ま

とめの作文を書くことを伝える。 

２．今まで学んだことを振り返り、

関連図をもとにして、事象同士

のつながりや自分の生活とのつ

ながりを考えながらまとめの作

文を書く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
35

分

 

○情報と私たちの生活について、イン

ターネットを利用した情報活用を中心

に、まとめの作文が書けるよう支援す

る。 

 
・矢印の意味について確認しておく。 
 
・自分の家、身近な店や会社、公共施

設、農業や漁業などの産業における情

報活用など、視点ごとにまとめていく。 
 
・矢印などの記号は、「そして」、「しか

し」などの接続詞に置き換えて作文に

まとめるようにする。 
 
 
 

同じ内容を表す    ＝ 
展開を表す      － 
対立（背反）を表す  ⇔ 
手順・因果関係を表す → 

３．本時の学習を振り返る。 
○振り返りを学習カードに書く。 
 

５
分 

○評価項目の内容を正しく理解して評

価できるように、説明を補足したり助

言したりする。 

 
 
 
 
 
○情報の有効な活

用の仕方について

考え、これからの情

報と国民生活のか

かわりについて考

え、作文を書こうと

しているか、児童の

行動の様子や作文

の記述から判断し

評価する。（ア②）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○これまでに学習

してきたことをも

とに、情報の有効な

活用の仕方につい

て、自分の生活との

つながりで、適切に

判断しているか関

連図や作文の記述

から評価する。 
（イ②） 

学んだことを振り返り、関連図をもとにして、学習のまとめの作文を書こう 


